














そこで、課題を設定する前に、タピオカド
リンクを作ってみることにした。

つくった結果、お店で飲むようなタピオカ
ドリンクが完成した。みんなに飲んでもらっ
て感想を集めた。今後、このフィードバック
をもとに課題を設定する。

【Cさんの探究】
・探究ステージ１―Ⅰリフレクション
「自分の好きなものについてのマインドマ

ップ」

Cさんは、埼玉県内の公共施設について関
心があり、県内の公共施設について思いつく
限りマインドマップに描き込んでいった。

マインドマップをもとにリフレクション。
「公共施設の何がおもしろい？」、「一番どこ
に行きたい」、「実際に行ったことがあるのは
どこ？」。名前は知っているが、実際に行っ
たことはなく、詳しく知らない施設が多いこ
とがわかった。

そこで、課題を立てる前に、マインドマッ
プに描き込んだ施設の特徴や大まかな沿革を
調べていくことに。この日は、主に電話で調
査。

また、近所の図書館に資料を探しに行った。
この日は、寄居警察署の沿革についての資料
を見つけた。

今後、集めた情報をもとに、課題を立てる
予定。

― 26 ―

特集：「自己調整学習・自由進度学習」の展望



⑵今後の展開
現在３人とも、明確な課題を設定するまで

は至っていない。大まかなテーマを決め、そ
れについて情報を集めることを通して問いを
見出していこうとしているところである。今
後の展開としては、まず、「課題の設定」に
おいて、集めた情報を多面的に整理してみた
り、分析してみたりする必要がありそうだ。
その際、リフレクションが重要となる。「不
思議に思ったこと」や「驚いたこと」、「もっ
と知りたいこと」等を引き出せるように支援
したい。また、課題が決まった後は、「情報
の収集・体験」である。探究がより主体的に、
より深まるために、体験に重きを置いたもの
となるようにしたい。探究をはじめたばかり
の３人にとって、今は机上の活動だけになら
ないようにすることに留意したい。

ここに掲載した３人の内容は、本稿執筆時
のもので３時間（90分×３）～４時間程度の
内容であることをご了解いただければと思う。
今後の機会においてご報告できればと思う。

６．おわりに～まとめと今後の課題～
はじめに書いた通り、このプログラムはま

だまだ未熟で、改善の余地はたくさんある。
例えば、リフレクションの手法は多岐にわた
るため、支援者側がその手法と目的、効果の
関係を熟知している必要がある。熟知するに
は、体系的な整理が不可欠であり、現時点で
その作業は手つかずの状態である。また、こ
どもによって設定する課題は様々である。一
人一人ちがうことが当たり前であることを考
えると、体験する場を提供することに限界が
あることは容易に想像がつく。しかし、こど
もが「やりたい」と思ったことはやらせてあ
げたいと思う。それが、主体性を養う支援者
側に必要なマインドであると思うからである。
そのためには、地道に地域との関係づくりに
汗を流したい。

本稿では「探究」をどちらかというと学習

法の一つというような扱いにしてしまってい
るかもしれない。しかし、本来「探究」とは、
生活の一部であると思う。日々の何気ない疑
問を解決するために、また、目標を達成する
ために探究するのではないだろうか。このプ
ログラムを多くの人に活用してもらいたいと
考えているが、それは、学習法の一つとして
ではなく、自己実現のため、幸せを追求する
手段として活用してもらえたら本望である。
とはいえ、まずは一人でも多くのこどもたち
に探究の楽しさを知ってもらい、主体性や自
律性、そして、Agencyが育っていくことを
願っている。
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